


工　事　種　目

：

：

●

○　自動制御設備

○　電気設備

●　給排気設備

６項・イ地上10階

４．

一

般

共

通

事

項

建物別及び屋外 工　　事　　種　　別

屋　　外

５．設　備　概　要　（　●　印　の　付　い　た　も　の　を　適　用　す　る　。　）

１．

２． 建　物　概　要

工　事　場　所

　工　事　概　要

建　物　名　称 構　　　造 階　　　数
建築基準法上の

延面積（ｍ２） 別表第１の区分

消防法施行令
備　　　考

ＲＣ 一部Ｓ造

●　空調設備

３．工　事　種　目　（　●　印　の　つ　い　た　も　の　が　対　象　工　事　）

指　定　部　分

工期：令和　　　年　　　　月　

●
○

無し

有り 範囲：

　方　　　式

● 全空気方式 ○ ＧＨＰマルチエアコン方式 〇 パッケージエアコン空気調和方式等

自動制御方式

給水方式

排水方式

給湯方式

消火設備方式

ガス設備方式

○ 電気式 ○ 電子式 デジタル式〇 ○ 空気式

○ 高置タンク方式水道直結方式 ○ ○ 加圧給水ポンプ方式

建物内の汚水と雑排水 （ ○　合流式 ○　分流式 ○　一部合流式 ）　放流先（　○　合併浄化槽　　○下水道　）

設　　　　　備　　　　　概　　　　　要

○ 局所式 ○ 中央式

○
○

パッケージ型消火設備

不活性ガス消火設備（　 ○ 窒素 ○ 　　　） ○ フード等用簡易自動消火設備 ○ 粉末消火器

○ スプリンクラー設備 ○ 移動式粉末消火設備 ○ 連結送水管

○ 都市ガス （種別　 発熱量 供給圧力　　 Ｐａ　） ○ プロパンガス（発熱量：50,200KJ/Kg）

　工　事　仕　様

１．共　通　仕　様

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機械

共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（平成３１年版）」（以下，「標準図」という。）による。

設備工事編）（平成３１年版）」（以下，「標準仕様書」という。）及び国土交通省大臣官房官庁営繕部設備・環境課監修「公

（２）

なお、電気設備工事の工事仕様は（　／　）図，建築工事の工事仕様は（　／　）図による。

電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，電気設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

２．特　記　仕　様

　●印の付いたものを適用し、○印の付いたものは適用しない。

章 特　　　記　　　事　　　項項　　　　　　　　　目

● 適用基準等

● 機材の品質・性能証明

●
○ 概成工期

機材の承諾図

○ 電気保安技術者

● 技能士の適用

● 営繕工事電子納品要領（平成３０年版）

本工事に使用する設備機材等の製造業者等は次の１）から６）の事項を満たすものとし、証明となる

資料又は外部機関が発効する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受けるものとする。

１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

３）安定的な供給が可能であること。

４）法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

６）販売、保守等の営業体制が整えられていること。（なお、システムとして機能するものにあって

は、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。）

原則として、「機械設備工事承諾図様式集」による。

工事期間より 日前

○ 適用する ○ 適用しない

● ● 建築板金施工（ダクト製作及び取付け） ● 熱絶縁施工（保温工事）

〇 冷凍空気調和機器施工（チリングユニット，パッケージ形空気調和機の据付け及び整備）

配管施工（配管工事）

● 機材等

●
●

●

工事用電力、水、その他

工事用仮設物

足場等

● 監督職員事務所

〇 建設発生土の処理

● 容量の表示

● 電源周波数

● 予備品等

● 完成時の提出図書

● 耐震措置

●
●

○
○

○

総合調整

弁等のサイズ

建物導入部配管の変位吸収

絶縁継手取付箇所

溶接部の非破壊検査

（１）本工事に使用する設備機材等は，設計図書に規定するもの又は，これらと同等のものとする。

　ただし，これらと同等のものとする場合は，監督職員の承諾を受ける。

（２）化学物質を発散させる建築材料等

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし

、次の１）から５）を満たすものとする。

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散させないか、

放散が極めて少ないものとする。

２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少ない

ものとする。

３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の可

塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放

散させないか、放散が極めて少ないものとする。

４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極めて

少ないものとする。

５）上記１），３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具，書架，実験台，その他の什器等は

、ホルムアルデヒドを放散させないか，放散が極めて少ないものとする。

散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい，原則として規制対象外のものを使用する。

なお，ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放

ただし、該当する材料等がない場合は，第三種のものを使用するものとする。

た，「ホルムアルデヒドの放散量」は，次のとおりとする。

　該　　　当　　　す　　　る　　　建　　　築　　　材　　　料

規制対象外 　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

　②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

　③下記表示のあるＪＡＳ規格品

　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　　ｂ．接着剤等不使用

　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　　　させない材料使用

　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　　　させない塗料使用

　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散

　　　　させない塗料等使用

第　　　三　　　種 　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

　②建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

　③旧ＪＩＳのＥ０規格品

　④旧ＪＡＳのＦＣ０規格品

　本工事に必要な工事用電力、水などの費用、及び官公署への諸手続きなどの費用は、請負者の負担とする。

　構内につくることが ● できる ○ できない
　（水道加入金は、本工事に含まない。）

〇　　　　　別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

　枠組み足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン（厚生労働省平成１５年４月）」により、

　設置については同ガイドラインに基づく働きやすい安心感のある足場とし、二段手すりと幅木の機能を有する

　部材があらかじめ備えられた手すり先行専用足場型とするか、または改善措置機材を用いて手すり先行専用足

　場型と同等の機能を確保するものとする。

　　　　　設けない●
○　　　　　設ける（規模及び仕上げの程度は現場説明書による。）

〇　　　　　構内指定場所に敷き均し ○ 構内指定場所へのたい積

○　　　　　構外指定場所に搬出（搬出時期等を監督職員に提出する。）

　　　　　　　　　受入場所

　　　　　　　　　搬出距離 約 ｋｍ （ ＤＩＤ地区 ○ 有 ○ 無 ）

　　　　　　　　　受入条件

○　　本工事は、建設発生土情報交換システム（以下「システム」という）の登録対象工事であり、請負者は、

工事の実施に当たって土量、土工時期に変更があった場合、速やかに当該システムのデータ変更を行うも

のとする。　なお、これによりがたい場合には、監督職員と協議しなければならない。

　（１）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

　（２）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は原則として表示された数値以下とする。

　５０Ｈｚとする。

　ヒューズ（温度ヒューズも含む）及び表示灯は予備品として、２０％納入する（種別ごと最低１個）。

工事完成時に下記の図書を監督職員に提出する。　なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用

監督職員と協議●

権は、発注者に譲渡するものとする。

　完　成　図　等

設計図のＣＡＤデータの貸与 ● 貸与する ○ 貸与しない

● 完成図 ○ ＣＡＤで新規作成 ● 既設ＣＡＤデータの修正
（ ）

提出物 ＣＡＤデータ一式 ● 監督職員と協議

原図 Ａ１判 １部 （３つ折りケース収納）

複写図 Ａ１判 １部 （２つ折り製本）

● 施工図 ● 監督職員と協議

提出物 原図 Ａ１判 １ 部（３つ折りケース収納）

（原図が提出できないものは原図に代わる図でよい）

複写図 Ａ１判 部１ （２つ折り製本）

　保全に関する資料

○ 「管理者のための建築物保全の手引き」（建設大臣官房官庁営繕部監修）

● 施設保全マニュアル：「施設保全マニュアル作成要領」（監督職員より提示）に基づき作成する。当該施

設固有の内容に整合した保全方法を写真等を用い具体的に分かり易い解説をした図書とする。

　　　Ａ４判ファイル綴じ込み提出物 ２部 （関連工事と合本する。）

保全台帳：保全の技術的基準に関する通達及び「施設保全マニュアル作成要領」（監督職員よ

り提示）に基づき作成する。

提出物　　　　　　　　Ａ４判ファイル綴じ込み ２部 （関連工事と合本する。）

　保全に関する資料●

一覧表、主要材料等

　機器取扱い説明書●

提出物

：機器取扱い説明書、機器製作図、機器性能試験成績書、官公署届出書類、主要機器

Ａ４判ファイル綴じ込み １ 部

提出物 Ａ４判ファイル綴じ込み １ 部

：宿舎等で共用部分を除く部分に設置した機器の取扱い説明書をまとめる。

　耐震措置の計算及び施工方法は，次に示す事項以外，すべて建築設備耐震設計・施工指針（国土交通省国土

　技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修２０１４年版）による。

　（１）機器の据付け及び取付け

　　　　設計用水平地震力は，機器の質量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効質量）に、次に

　　　　示す設計用標準震度と地域係数を乗じたものとする。　地域係数は０．９とする。

設　置　場　所

設　　計　　用　　標　　準　　水　　平　　震　　度

上層階、屋上及び塔屋

中間階

１階及び地下階

一　　般　　の　　施　　設特　　定　　の　　施　　設

注１）設置場所の区分は標準仕様書による。 注２）（　）の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

イ）本工事の施設は （ ○ 一般の施設 ○ 特定の施設 ）　とする。

ロ）１００ｋｇ以下の軽量な機器（標準仕様書の適用を受けるものを除く）においても耐震を考慮し、据付又

は取付を行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

ハ）重要機器類（高置タンク、受水タンクは機器表による）

各機器の個別運転調整後に下記の総合調整を行い、測定表を提出する。

○ 水量調整　　風量調整●
○ 室内気流及びじんあいの測定

○ 飲料水の水質の測定

● 騒音の測定

○ 機器の絶縁抵抗の測定

● 室内外空気の温湿度の測定

○
○

特記されていない弁等のサイズは機器付属品を除き接続配管のサイズと同じとする。

図示による。

図示の箇所に変位吸収配管を施工する。施工方法は別図による。

対象配管系統 ○ 冷温水

○ 浸透探傷検査（ＰＴ）又は磁粉探傷検査（ＭＴ）

冷却水○ ○ 消火（水用） ○ 油 ○ ガス

検査の種類 ○ 放射線透過検査（ＲＴ）

● 支持金物・固定金具

○ 地中埋設標及び

埋設表示テープ

　　イ）ポンプ、屋外機器及び屋外の配管・ダクトに使用する支持金物はステンレス製（ＳＵＳ３０４）とし、

　　　　屋外機器のアンカーボルトのナットにはナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

　　ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

　　ハ）冷水及び冷温水管の吊バンド等の支持部は、合成樹脂製の支持受けを使用する。

　埋設表示テープは下記により屋外埋設部分に布設する。なお、地中埋設標の設置場所は図示による。

　　イ）給水管

　　ロ）ガス管

　　ハ）油　管

　　ニ）消火管

○ 地中埋設標

○ 地中埋設標

地中埋設標○
○ 地中埋設標

○ 埋設表示テープ

○ 埋設表示テープ

○ 埋設表示テープ

○ 埋設表示テープ

１冊

山形県鶴岡市泉町４番２０号

病院棟

機　械　設　備　工　事　特　記　仕　様　書

39,549.25

６項・イ地上 1階ＲＣ造機械棟 258.50

６項・イ地上 1階ＲＣ造ガスガバナー庫 14.60

６項・イ地上 1階ＲＣ造正面駐輪場 238.85

６項・イ地上 2階Ｓ造駐車場棟 14,621.47

６項・イ地上 1階Ｓ造北側駐輪場 45.46

○

一式

屋　　内

○　ＬＰＧ（発熱量：50,200KJ/Kg）主熱源

一式

合　計 54,728.13

●

一

般

共

通

事

項

●
●

官公署への手続き

施工条件

〇 発生材の処理等

工事の着手，施工，完成に当たり，関係官公署その他の関係機関への必要な届出手続等を遅滞なく行う。

● 下記以外は現場説明書による。

工事車両の駐車場

資機材置場

建設発生土（埋戻し及び盛土用）の仮置場所

●
〇

●

構内

構内

構内

○
○

○

○ 特定建設資材の分別解体等及び再資源化等

本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成２６年６月４日法律第５５号）及び

施行令又は都道府県条例の対象建設工事であり、分別解体等及び特定建設資材の再資源化等について

適切な処理を行う。ただし，工事契約後にやむをえない事情により予定した条件により難い場合は監

督職員と協議する。

なお、再利用・減量化等を含めた発生材の搬出処理費は今回工事範囲外とする。

分別解体・再資源化等の完了時に，以下の事項を書面にて監督職員に報告する。

①再資源化等が完了した年月日

③再資源化等に要した費用

②再資源化等をした施設の名称及び住所

○ 分別解体の方法

　工程

○
○

新築

増築

〇
○

修繕

模様替 ○

建築設備工事

あり ○ なし

　分別解体の方法　作業内容

○ 手作業　

○

○ 特定建設資材廃棄物の発生材の処理

○
○

コンクリート

○ 木材

コンクリート及び鉄から成る建設資材

○ アスファルト・コンクリート

　再資源化等をする施設の名称・住所（Ｋｍ）　特定建設資材廃棄物の種類

○ 特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理

種類 再資源化

○ する

○
○

する

する

○
○

○

しない

しない

しない

再資源化等をする施設の名称・住所（Ｋｍ）

○
○

○

）

発注者に引渡を要するもの　（　

特別管理産業廃棄物　（　

現場において再利用を図るもの　（

○ 金属類（　 ○ 機器類 ○ ダクト ○ 配管 ○ その他金属類　）

○ 廃石綿 ○ ） ●

一

般

共

通

事

項

○　建築工事

○

○

別途

別途

別途

鶴岡市立荘内病院
製図 照   査 特 記 製図

縮尺

平成  年  月  日

図面名

工事名

／

図面番号
（専用病床個室陰圧化空調設備工事）
新型コロナウイルス関連施設整備工事
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○
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○

○
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○

イ）屋内 （ ○ ）○ 給水栓 屋外 （ ○ 耐寒水栓 ○ 一般水栓 ）

ロ）湯沸室、台所、厨房用水栓は泡沫式とする。 耐寒水栓はＪＷＷＡの認証品とする。

一般水栓 ○ 耐寒水栓

イ）一般敷地内 （ ０．６ ｍ以上 ） （ ０．７５ ｍ以上 ）ロ）敷地内車両道路

ハ）公道部分 （ ○ 水道事業者及び道路管理者規定による ）

イ）量水器桝内の保温を行う。

以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

イ）呼び径６０ＳＵ以下 一般配管用ステンレス鋼管継手性能基準（ＳＡＳ３２２）を満足する継手

ロ）呼び径７５ＳＵ以上 配管用鋼（板）製突合せ溶接式管継手 ○ ハウジング形管継手○

○ 管端つば出しステンレス鋼管継手

給水管の最小口径は２０ｍｍとする。ただし、器具接続部分を除く。

○
○

○

埋設深さ

保温

ステンレス管の継手

イ）屋内汚水配管 ロ）屋内雑排水管

○ 排水用塩ビライニング鋼管

耐火二層管（ＶＰ）

ハ）屋外汚水、雑排水管

○ 排水用鉛管

ビニル管（ＶＰ）○

○
○ ビニル管（ＶＵ）

二）通気管

○
○

ビニル管（ＶＰ）

ビニル管（ＶＰ）

耐火二層管（ＶＰ）

○

○
○ 耐火二層管（ＶＰ）

ホ）ポンプアップ排水管 ○ ビニル管（ＶＰ）

図示の位置に取り付ける。

別途流しのトラップは別途とし、立管は本工事（接続配管はビニル管（ＲＦ－ＶＰ）（※２）でもよい）とする。

（※２：グリーン購入法における判断基準を満たすもの）

○ ○架橋ポリエチレン管 耐熱性塩ビライニング鋼管 ○ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

給水設備の当該事項による。

厚さ０．５ｍｍ以上のステンレス鋼板製とする。

湯沸器の給排気筒（二重管）のいんぺい部保温を行う。

（保温の種別は標準仕様書第２編３．１．５表２．３．５のｈ・（イ）・Ｘ　とする。）

イ）一般

○ 塩ビライニング鋼管（ＶＢ）
○ 圧力配管用炭素鋼鋼管（Ｓｃｈ４０）

○ ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

ロ）地中埋設部

○ 外面被覆鋼管 （ＶＤ）

○ 外面被覆鋼管 （ＳＴＰＧ－３７０　ＶＳ）

○
○

屋内消火栓

ＪＩＳ１０Ｋ

○ 易操作性１号消火栓

○

○ ２号消火栓

ＪＩＳ２０Ｋ

外面被覆鋼管の呼び径１００以下はねじ接合とする。

イ）屋外露出管については給水管に準ずる。

ロ）充水タンクの保温

ハ）消火配管の保温 屋内消火栓

スプリンクラー

○ 施工しない

○

○ 施工しない

施工しない

○ 施工する

○

○

施工する（消火ポンプ室内は保温施工とする。）

施工する

ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）（※２）

イ）図示による（材質等は標準仕様書による）。ただし、機器の寸法は概略寸法とする。

ロ）燃焼機器は、（財）日本ガス機器検査協会の合格証票が貼付されたものとする。

機器付属の制御盤は、製造者標準品とする。

イ）一般 　ロ）地中埋設部

○ 配管用炭素鋼管（白）屋外露出

○ ポリエチレン被覆鋼管　　ピット、床下

銅管○

○
○

○

○

ポリエチレン被覆鋼管

配管用炭素鋼管（白）

塩化ビニル被覆鋼管

ガス用ポリエチレン管

親メーターはガス事業者の貸与品とし、子メーターは買い取りとする。

イ）ガスボンベ ○ 貸与品 ○ 買取り ○（ １０ｋｇ ○ ２０ｋｇ ○５０ｋｇ ）

ロ）ガスメーター

親メーターはガス事業者の貸与品とし、子メーターは買い取りとする。

ハ）集合装置 ○ 標準図（施工７０）による

ニ）転倒防止等 ○ 標準図（施工７１） （ ○ （ａ） ○ （ｂ） ） ○ 容器収納箱製造者規格品

６本組 ガス事業者の貸与品とする。○

（ ○ 分離形 ○ 一体形 ）

外部出力端子 （ ○ 有り ○ 無し ）

イ）一般敷地内

ハ）公道部分

（０．４５ ｍ以上 ） ロ）敷地内車両道路 （ ０．６ ｍ以上 ）

（ ○ ガス供給事業者及び道路管理者規定による ）

配管工事は、原則としてガス供給事業者の責任施工とする。

供給事業者名：

特　記　事　項

工事範囲

○ その他

○ 埋設深さ

○ガス漏れ警報器 図示の箇所に取り付ける

ガスメーター○ 都市ガス

○ 配管材料

○ 付属制御盤

○ 厨房機器類

○
○ 地中埋設配管の接合

○ 屋内消火栓開閉弁

保温

○ 屋内消火栓種別

○ 保温

○
○

○ 配管材料

弁類

湯沸器の排気筒

○ その他

○ 満水試験継手
○ 配管材料

○ その他

○
●

○
○

他工事との工事区分

施　工　図

施工範囲

塗装

● 設計温湿度
○ ばい煙濃度計

○ 煙突

○ 煙道

●
○

●
○

ダクトの区分

長方形ダクトの工法

風量測定口

防煙ダンパー

● 配管材料

○ 弁類

○ 鋼管用伸縮管継手

○ 温度計

○ 瞬間流量計

○ 積算油量計

○ 注油口及び指示ボックス

● 消音内張り

● 保温

○ 電気工事の範囲

○ 塗装

● 準拠事項

○
○

○

開放形湯沸器用排気フード

厨房等多湿箇所用排気ダクト

厨房用排気フード

○ 多湿箇所の排気ダクト

○ 塗装

○ ダクト

○ 排煙口の形式

○ 排煙口の開放装置

○ 排煙風量測定方法

中央監視制御装置○
○ 計装用配線

小便器用節水装置○
○ 大便器洗浄弁

○ 便器洗浄用タンク

○ 付属水栓

○
○ 大便器耐火カバー

自動水栓

○ 注記板

○ 量水器

○ 量水器桝

○ 配管材料

○ 不凍水栓柱

○
○ 弁類

埋設形散水栓

工事区分表による

設備機器の位置、取り合いなどを検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を受ける。

　下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

○ 屋外 ○ 居室

外　　　　気　　　　条　　　　件

一　般　系　統 系統

温度(ＤＢ) 湿度(ＲＨ)

夏　季

冬　季

31.7℃ 64.0％

73.0％-3.8℃

　　　　屋　内（調　整　目　標）

仮眠室系統

26.0℃

22.0℃

－　％

－　％

28.0℃

24.0℃

－　％

－　％

取付箇所は図示による。

○ 別途 ○ 本工事 （ 鋼板厚 ｍｍ、 高さ ｍ以上 ）

○ 図示による。○

（煙道径４００ｍｍを超えるものには、掃除口に蝶番を取り付ける。）

低圧ダクトとする（高圧１及び高圧２の部位は図示による）。

○ アングルフランジ工法 ○ コーナーボルト工法（共板フランジ又はスライドオンフランジ）

取付箇所は図示による。取付面は監督職員の指示による。

　　イ）復帰方式

　　ロ）復帰動作

　　イ）冷温水管

　　ロ）冷却水管
○ 遠隔式 （ 電気式（定格入力はＤＣ２４Ｖ、０．７Ａ以下） ）

○ ○ 同時順送り

●
○

○
○

配管用炭素鋼管（白）

配管用炭素鋼管（白）

配管用炭素鋼管（黒）

○ 配管用炭素鋼管（黒）

○
○

○ 配管用炭素鋼管（黒）

○
○

　　ハ）蒸気管（給気管）

（還水管）

　　ニ）油管、油用通気管（屋外） ○ 配管用炭素鋼管（白）溶接
○

　　ホ）膨張管、空気抜き管、膨張タンクよりボイラー等への補給水管

○ 配管用炭素鋼管（白）

○　　ヘ）空調用排水管 配管用炭素鋼管（白）

○

ビニル管（ＶＰ）●

　　ト）冷媒管 ○ 断熱材被覆銅管（製造者標準品） ○ 銅管

○ ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ ○ ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ 油用はＳＵＳ　ＢＡＶとする○

○ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

○ベローズ形○ スリーブ形

標準仕様書、標準図による他、図示した箇所に取り付ける（配管用は円形、ダクト用円形）。

図示の箇所に取り付ける。（　 ○ 着脱形 ○ 固定形　）

着脱形の流量指示部（

瞬間流量計はピトー管方式とし、止水コック付とする。

○ ４０Ａ用 １００Ａ用個、 ○ 個、 ○ ２５０Ａ用 個 ）を付属する。

図示の箇所に取り付ける（熱源機器毎）。

○ 標準図（機材７）による。 （ ○ 単独形 共用形（ローリーアース付） ）

○ 図示による

イ）施工箇所は図示による。

ロ）内張チャンバー類の寸法表示は、外形寸法とする。

ハ）吹出口に接続するチャンバーの消音内張は別図による。

イ）建物内の空気抜き管の保温は空気抜き弁までとし（空気抜き弁も含む）、仕様は冷温水管の項による。

以下は５０ｍｍ、呼び径３２ｍｍ以上は４０ｍｍとする。

ハ）外気取り入れダクト及びチャンバーボックスの保温 ● 要（全熱交換器の給気ダクト含む） ○ 不要

ニ）排気ダクトの外壁開放部より１ｍ程度を保温する。（チャンバーボックスを含む）

ホ）冷媒管（断熱被覆銅管）の保温外装

屋内露出部 ○ 保温化粧ケース（樹脂製） ○ 外装なし（機械室内）

屋外 ○ 保温化粧ケース（樹脂製） ○

ヘ）高圧蒸気管及びヘッダーの保温厚は ｍｍとする。

イ）地震感知器の配管配線。

ロ）防煙ダンパと連動制御器迄の配管配線及び連動制御盤から煙感知器迄の配管配線。

ハ）連動制御盤から連動制御器迄の配管配線。

屋内露出ダクトの塗装は ○ 行わない。 ○ 行う。

機械室内露出冷却水配管の塗装は行わない。

○ 別途

○ 別途

○ 別途

○
○

○ 本工事

本工事

本工事

●　［ 空気調和 ○ 冷房 ○ 暖房設備の当該事項に準ずる。］

● ダクトの区分 ○ 長方形ダクトの工法 ● 風量測定口 ○ 防煙ダンパー

● 消音内張り ● 保温 ○ 電気工事の範囲

○ 別途 ○ 本工事

○ 亜鉛鉄板 ○ ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４） （天井内は図示による）

　イ）フード周囲の天幕（フード面から天井面まで）

　ロ）フードコック ○ 取り付ける ○ 取り付けない

○ 取り付ける ○ 取り付けない

　ハ）材質（天幕とも） ○ ステンレス鋼板（ＳＵＳ３０４） ○

　屋内露出裸ダクトの塗装は ○ 行わない。 ○ 行う

○

稼働羽根（スリット共）○
○

○ 普通鋼板（厚１．６㎜以上）

○ 可動パネル ○ ダンパー形

ワイヤー式 ○ 電気式 （ 遠隔操作機能 ○ 要 ○ 不要 ）

　建築設備定期検査業務指導書（（財）日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

　中央監視制御装置の構成機能は別紙による。

　イ）屋外・屋内露出の配線は、図面に特記がなければ金属管配線とする。

　ロ）天井隠ぺいの配線は、図面に特記がなければケーブル配線とする。

　室内温湿度検出器等を２個以上併設する場合は、サーモケースを使用する。○ その他

○ 洗浄水量は４Ｌ／回以下とし、使用状況により洗浄水量が制御できるものとする。（※１）

○ 洋風便器の洗浄水量は１０．５Ｌ／回以下とする。（※１）

（※１：グリーン購入法における判断基準）

手洗い無し○ ○ 手洗い付き

○ 固定こま式（節水こま式）とする。

○ 不凍結節水弁付とする。

○ 押しボタン式（不凍結節水弁付き）

　電源供給方法 ＡＣ１００Ｖ（ ○ 乾電池 ○　自己給電　）

　設ける（ピット内を除く）

　対象器具 （ ）

　　イ）親メーター用

○ 貸与品 ○ 買取り　　イ）親メーター 　ロ）子メーター ○ 貸与品 ○ 買取り

○ 水道事業者指定品 ○ 標準図（機材５５）

　　　ロ）子メーター用 ○ 標準図（機材５５） ○ 水道事業者指定品

　　イ）一般配管

○
○

　ハ）屋外土中用

○
○ 塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

○ ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）

○ ビニル管（ＪＩＳ　Ｋ－６７４２）

（ ○ ○ ＨＩＶＰＶＰ

　　ロ）土間配管用（厨房、浴室等のシンダー内含む）

○
○

○

ＶＡ ○ ＶＢ（ ）

ＰＡ○（ ○ ＰＢ ）

○ 架橋ポリエチレン管

○ 水道用ゴム輪形硬質塩化ビニル管

化粧ケーシング （ ○ 合成樹脂製　） ○ アルミ合金製

　伸縮式不凍給水栓とし、ボックスはステンレス製（約２００×２００×１５０Ｈ）で鍵付きとする。

　　イ）水道直結部分 ○ ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

　　ロ）その他の部分 ○ ＪＩＳ又はＪＶ５Ｋ ○ ＪＩＳ又はＪＶ１０Ｋ

○ ステンレス鋼管に取り付ける弁類は、ステンレス製とする。

ステンレス鋼管（ＳＵＳ３０４）

塩ビライニング鋼管 ○

ポリ粉体鋼管○

ステンレス鋼管（ＳＵＳ３１６）

塩ビライニング鋼管（ＶＤ）

ポリ粉体ライニング鋼管（ＰＤ）

亜鉛鉄板

１，本工事で使用する衛生器具及び空調、換気機器類は、メーカー標準仕様による。

温度(ＤＢ) 湿度(ＲＨ)

    ℃     ％

    ％    ℃

温度(ＤＢ) 湿度(ＲＨ)

一　般　系　統

温度(ＤＢ) 湿度(ＲＨ)

○

ガ

ス

設

備

２，X19通りとY7～Y8通りが交差する南廊下に工事用仮設間仕切りを設置する。

　　間仕切の仕様は、平成31年版公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）２.３.２の規定で定めるＢ種相当

　とするが、施工場所側の下地（支柱）はＣ種相当で良い。仮設扉及び塗装仕上げは不要とする。

鶴岡市立荘内病院
製図 照   査 特 記 製図

縮尺

平成  年  月  日

図面名

工事名

／

図面番号
（専用病床個室陰圧化空調設備工事）
新型コロナウイルス関連施設整備工事



区　分 選択 保温・防錆箇所 保　温　材 　　厚　（ｍｍ）　　 仕 様

屋内露出、一般居室、廊下

天井内、ＰＳ内、空隙壁内

床下暗渠内

（排水管を除く）

機械室・書庫・倉庫・共同溝

多湿箇所（露出）

厨房の天井内は含まない

屋外露出及び浴室、厨房

（１）保　 温 　筒 （２）鉄　　線

屋外露出及び多湿箇所（露出）

屋内露出　一般居室、廊下

天井内、ＰＳ内、空隙壁内

床下暗渠内

厨房の天井内は含まない

多湿箇所（露出）

屋外露出及び浴室、厨房

　　　　　機械室・書庫

　　　　　倉庫・共同溝

一般居室、廊下

機械室

屋内インペイ

多湿箇所（露出）

書庫・倉庫

屋

内

露

出

ダクトシャフト内

屋外露出

（厨房・天井内は含まない）

一般居室、廊下

機械室

屋内インペイ

多湿箇所（露出）

書庫・倉庫

屋

内

露

出

ダクトシャフト内

屋外露出

（厨房・天井内は含まない）

円　　形

屋

内

隠

ペ

イ

矩　　形

機械室

空調機廻り

チャンバ－類

吹出・吸込口ボックス・エルボ類

屋外露出

屋内露出

屋外露出

冷

水

冷

温

水

屋内露出

ボ　イ　ラ

保温・防露仕様
別　表　２

・

・

・

・

・　給　水　管

・　給　湯　管

・　排　水　管

・　ドレン管

・

・　給　水　管

・　消　火　管
・

・冷温水管

・

・

・

・

・

・ 矩 形 風 道

・

・

・ 円 形 風 道 ・

・

・ 排 煙 風 道
・

・

・　煙　導

・ 消 音 内 貼

・

・

・

・

・

・　弁　　類

・　弁　　類

・　冷 温 水

・  冷　  水

・  温    水

・　給　　水

・　消　　火

・

・　機 器 類

・

・　温　水　管

（３）原　　紙 （４）綿　　布

・　冷　水　管

・　蒸　気　管

・

冷　凍　機

冷水ヘッダ－冷温水ヘッダ－
冷水タンク

・

・

屋内露出

屋外露出

熱交換器

還水タンク

膨張タンク

温水タンク

温水ヘッダー

蒸気ヘッダー

・

・

・

・

・

（１）アルミガラスクロス付保温筒

（１）アルミガラスクロス付保温筒

（２）亀 甲 金 網

（２）ビニル被覆
　　　亀甲金網

（１）保　温　筒

（１）保　温　筒

（２）鉄　　線

（２）鉄　　線

（３）アルミガラス
　　　クロス付化粧原紙

（３）ポリエチレン

　　　フィルム

（４）ステンレス鋼板
　　　（0．３ｍｍ）

（１）保　温　筒 （２）粘着テープ （３）ポリエチレン

　　　フィルム

（４）ステンレス鋼板
　　　（0．３ｍｍ）

（１）保　温　筒 （２）鉄　　線 （４）原　　紙 （５）綿　　布

（１）保　温　筒 （２）鉄　　線 （３）ポリエチレン
　　　フィルム
　　（蒸気管除く）

（３）ポリエチレン
　　　フィルム
　　（蒸気管除く）

（４）アルミガラス

　　　クロス付化粧原紙

（１）アルミガラスクロス及び
　　　ポリエチレンフィルム付保温筒

（１）アルミガラスクロス及び

　　　ポリエチレンフィルム付保温筒

（２）亀 甲 金 網

（２）亀 甲 金 網

（１）保　温　筒 （２）鉄　　線 （３）ポリエチレン
　　　フィルム

（４）ステンレス鋼板
　　　（0．３ｍｍ）

（１）　鋲

（１）　鋲

（１）　鋲

（１）　鋲

（１）　鋲

（２）保温板（２号）

（２）アルミガラス

　　　クロス化粧保温板

（３）カラー亜鉛鉄板

（３）アルミガラス

　　　クロス粘着テープ

（２）アルミガラス
　　　クロス化粧
　　　波形保温板

（３）アルミガラス
　　　クロス粘着テープ

（４）亀 甲 金 網 フランジ部は
重ね巻き無しとする

（２）アルミガラス

　　　クロス保温板

（３）アスファルト
　　　ルーフィング

（４）鉄　　線 （５）ステンレス鋼板
　　　（0．３ｍｍ）

（５）ステンレス鋼板
　　　（0．３ｍｍ）

（２）アルミガラス

　　　クロス保温板

（３）アスファルト
　　　ルーフィング

（４）鉄　　線

（１）保温帯（１号） （２）保温板（２号） （３）カラー亜鉛鉄板

（１）アルミガラス
　　　クロス化粧
　　　波形保温板

（２）アルミガラス

　　　クロス粘着テープ

（３）アルミガラス

　　　クロス付化粧原紙

（１）アルミガラス
　　　クロス化粧
　　　波形保温板

（２）アルミガラス

　　　クロス粘着テープ
（３）亀 甲 金 網

（１）保　温　帯 （２）アルミガラス
　　　クロス粘着テープ

（３）アスファルト

　　　ルーフィング

（４）鉄　　線 （５）ステンレス鋼板

　　　（0．３ｍｍ）

（５）ステンレス鋼板
　　　（0．３ｍｍ）

（４）鉄　　線（３）アスファルト
　　　ルーフィング

（２）アルミガラス

　　　クロス粘着テープ

（１）保　温　帯

（１）　鋲 （２）アルミガラス
　　　クロス化粧保温帯

（３）アルミガラス

　　　クロス粘着テープ
（４）亀 甲 金 網

（１）アルミガラス

　　　クロス化粧保温帯
（２）アルミガラス

　　　クロス粘着テープ
（３）亀 甲 金 網

（１）ブラケット
　　　（１号）

（２）鉄　　線 （３）カラー鉄板

　　（0．３５ｍｍ）

（１）　鋲

（１）　鋲

（２）エマルジョン系
　　　接着剤

（２）エマルジョン系
　　　接着剤

（３）保温板（２号）

　　（２号　４０Ｋ）

（３）保温板（２号）
　　（２号　４０Ｋ）

（４）ガラスクロス （５）銅亀甲金網

（４）ガラスクロス

（１）成形カバー （２）粘着テープ
（３）ポリエチレン
　　　フィルム

（４）カラー亜鉛鉄板

（１）成形カバー （２）粘着テープ （３）ポリエチレン
　　　フィルム

（４）ステンレス鋼板
　　　（0．３ｍｍ）

（１）保温板・帯
　　（２号，４号）

（２）ポリエチレン
　　　フィルム

（２）ポリエチレン
　　　フィルム

（１）保温板・帯
　　（２号，４号）

（３）カラー亜鉛鉄板

（３）ステンレス鋼板

（２）保温帯（２号）（１）　鋲 （３）アスファルト
　　　ルーフィング

（４）鉄　　線 （５）ステンレス鋼板

　　（冷凍機：ﾒｰｶｰ仕様）

（３）ステンレス鋼板
　　　（0．３ｍｍ）

（１）ブラケット
　　　（１号）

（２）鉄　　線

（１）　鋲 （２）保温板・帯
　　　（２号）

（１）　鋲

（３）鉄　　線

（３）鉄　　線

（４）鋼枠
　　　又は亀甲金網

（４）鋼枠
　　　又は亀甲金網

（ﾎﾞｲﾗｰ：ﾒｰｶｰ仕様）

（５）ステンレス鋼板
　　　（0．３ｍｍ）

（５）ステンレス鋼板
　　　（0．３ｍｍ）

（蒸気管はポリエチ
　レンフィルム無し）

（蒸気管はポリエチ
　レンフィルム無し）

（２）保温板・帯
　　　（２号）

・グラスウール

（JIS A 9505）

・ロックウール

（JIS A 9504）

　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

（JIS A 9511）

・ロックウール

（JIS A 950４）

・グラスウール

（JIS A 9505）

但し蒸気管の場合

・ロックウール

（JIS A 950４）

・グラスウール

（JIS A 9505）

・ロックウール

（JIS A 950４）

・グラスウール

（JIS A 9505）

・ロックウール

（JIS A 950４）

・グラスウール

（JIS A 9505）

　ロックウール

（JIS A 950４）

　ロックウール

（JIS A 950４）

　グラスウール

（JIS A 9505）

　ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ
（JIS A 9511）

　グラスウール

（JIS A 9505）

　グラスウール

（JIS A 9505）

　ロックウール

（JIS A 950４）

15Ａ～80Ａ　20ｍｍ

100Ａ～150Ａ　25ｍｍ

200Ａ          40ｍｍ

250Ａ以上 　50ｍｍ

ロックウールは
　　　　　　 40ｍｍ

15Ａ～1５0Ａ　20ｍｍ

200Ａ～        30ｍｍ

15Ａ～25Ａ　30ｍｍ

32Ａ～200Ａ　40ｍｍ

250Ａ以上 　50ｍｍ

但し蒸気管の場合

15Ａ～25Ａ　２５ｍｍ

32Ａ～50Ａ　30ｍｍ

65Ａ～150Ａ　40ｍｍ

200Ａ以上 　50ｍｍ

50ｍｍ

25ｍｍ

50ｍｍ

50ｍｍ

50ｍｍ

25ｍｍ

50ｍｍ

50ｍｍ

25ｍｍ

75ｍｍ

50ｍｍ

25ｍｍ

65Ａ～150Ａ　20ｍｍ

200Ａ～300Ａ　30ｍｍ

65Ａ～200Ａ　40ｍｍ

200Ａ～        50ｍｍ

65Ａ～200Ａ　40ｍｍ

250Ａ～        50ｍｍ

25ｍｍ

50ｍｍ

75ｍｍ

50ｍｍ

25ｍｍ

但し膨張タンクの場合

注１．　　床下、暗渠内の鉛管は排水用鉛管及び油配管（土中埋設）の項に準ずる。

鶴岡市立荘内病院
製図 照   査 特 記 製図

縮尺

平成  年  月  日

図面名

工事名

／

図面番号
（専用病床個室陰圧化空調設備工事）
新型コロナウイルス関連施設整備工事











図面番号工事名

図面名

平成  年  月  日

縮尺

製図特 記照   査製図

鶴岡市立荘内病院
既設入院室天井伏図（参考）

本工事における機器等の設置に先だち、朱線で囲まれた部分の天井を全て解体し、設置後に復旧する。

なお、天井の解体復旧及び電気設備や消防設備等の関連する器具の取り外し及び再取り付けは別途とする。

（専用病床個室陰圧化空調設備工事）
新型コロナウイルス関連施設整備工事






